第2章 胚胎した統治的結社 -- 「プランター主導」組織SAAの実像 by 佐藤 章




経済研究所 / Institute of Developing







































して農村研究の立場からも注目されてきたし（たとえば Barker（1989, ch. 7）），
独立運動の比較類型論においても農村と強い結びつきをもつ事例として評価

























































主導」の運動だと指摘されることが多い（Morgenthau 1964; Amin 1967; Zolberg 




については，「1945年」の段階で「 2 万人」とする説（Morgenthau 1964, 175, 
177），「 2～ 3ヘクタール以上の経営面積を持つプランター」が「 2万人」
とする説（Fauré et Médard 1982, 127-128），「1958年に 2万人存在した」とす
る説（Rapley 1993, 35），「1965年に 2 万人の豊かなプランター階級が存在し
た」とする説（Amin 1967, 279）と実にさまざまである。また SAA とプラン
ター階層全体の関係についても，当時のプランターのほぼ全員を組織化した















































最終学歴 大学 － －  4
ウィリアム・ポンティ校 21 14 23
中等  3  7 13
初等  3  2  8
その他 －  5 －
職業 教師  7  6 13
事務職  8  6 15
医師  6  5  3
薬剤師  1 － －
公的部門 計 22 17 31
弁護士 － －  1
事務職  1  1  5
プランター－トレーダー  2  7  8
その他給与所得者  2  2  2
行政首長 － －  1
民間部門 計  5 10 17










むしろ「高学歴の植民地官僚」の「主導性」である（Bakary 1984, 29; Hecht 
1983, 50-53）。表2-1から読みとれるように，最終学歴がウィリアム・ポンテ




















































































棄され，1905年になっても生産量はわずか 2 トンにとどまった（Baron 1949; 
Chauveau and Léonard 1996; Thompson and Adloff c.1957; Mémorial de la Côte d’Ivoire, 




悩み（Suret-Canale 1971（1964）; Thompson and Adloff c.1957），徐々に増産が始






































年 8 月にドゴール派のラトリーユ（André Latrille）が総督として着任した（平











　SAA は1944年 7 月10日に開かれた非公式会談で創設が決定された。この
非公式会談に参加していたのは，ウフェのほか，G・カッシ（George Kassi），
J・アノマ（Joseph Anoma），A・L・トゥレ（Amadou Lamine Touré），D・ジャ
ビ（Djibril Diaby），G・ダディエ（Gabriel Dadié），F・ブル（Fulgence Brou），
A・ドニーズ（Auguste Denise）で，この 8 名が創設幹部となった。圧力団体




























































































　もちろん，SAA の加入資格として設定された「 2～ 3ヘクタール以上の
経営面積」という条件を満たす者の「ほぼ全員」という考え方もある（Fauré 






SAA 組合員全体の10％程度を占めたにすぎず，アニは総じて SAA に参加し
なかったとされる（Zolberg 1969, 67）。この見解に則れば，SAA の組織率は，
一部の論者が考えるほど高くはなかったことになる。


















ら 3万5000トン，ココア生産量は 1 万4672トンから 1万8000トンとされる















































（出所）　Zolberg（1969）, Loucou（1976）, Mundt（1995）, Rapley（1993）より筆者作成。
（注）　各幹部氏名の原語表記は本文を参照のこと。
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ューン（commune de plein exercice）を筆頭に，以下，中級コミューン（com-
mune de moyen exercice），現地コミューン（commune mixte，上位級種から順




は第 2次大戦勃発で延期され，1945年 8 月にようやく実施された（Amon d’Aby 
1951, 47; Thompson and Adloff c.1957, 185）。
⑷　AOF では，原住民法下にあるアフリカ人に対し，年間一定期間の労役を課
す制度があった。これが強制労働である。フランス憲法制定議会議員であっ
































































































カの英領は0.34人/km2，AOF は0.01人/km2であった（Gann and Duignan 1962, 





















に入植者たちが受け取っていた，ココア 1 kg あたり4.5フラン，コーヒー 1 kg
あたり 6フランを目安とする―で販売したケースを想定すると，年間の収
入は，生産物がココアの場合なら7830フラン，コーヒーの場合なら9540フラ
ンとなる。また。SAA の加入条件として挙げられた 2ヘクタールのコーヒー
園から期待できる平均収入は3180フラン， 3ヘクタールのココア園では3915
フランとなる。ちなみに，SAA が農業労働者に提示した賃金は当初月額200フ
ラン，後に日額20フランであったので， 9～12月の主たる 4カ月間の収穫期
に月間平均15日の労働を行ったとした場合，農業労働者 1人が 4カ月間に得
る額は800～1200フランと試算される。
　SAA 加入に際しての慣行とされていた300フランの年会費については， 2～
3ヘクタール以下の土地しかもたない農民の加入を促したとする解釈がある
（Zolberg 1969, 67）。しかし，この年会費によって加入の権利を得たのは，小
農のみならず，そもそもコーヒー・ココア生産に携わっていない者だった可
能性はないであろうか。ひとつの仮説として検討に値する論点と思われる。

